
                                            ❶
和
田
城
跡

 
現
在
は
、
わ
だ
幼
稚
園
が
あ
る
場
所
で
、
源
頼
朝
の
腹
心
で

あ
っ
た
和
田
義
盛
の
子
孫
が
立
て
こ
も
っ
た
と
い
う
伝
説
の
地

で
す
。

 

➋
竹
内
神
社

 
布
佐
の
鎮
守
で
す
。
松
並
木
の
参
道
、
鳥
居
の
前
の
子
連
れ

唐
獅
子
、
境
内
に
は
明
治
時
代
に
建
立
さ
れ
た
英
文
の
碑
や

桜
の
大
樹
が
布
佐
の
古
い
歴
史
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
９
月
の

例
大
祭
は
３
日
間
続
き
、
勇
壮
な
神
輿
と
４
台
の
山
車
の
神
楽

舞
が
見
も
の
で
す
。

 

➌
宮
ノ
森
公
園
（
公
園
八
景
・
桜
八
景
・
成
田
線
車
窓
八
景
）

 
竹
内
神
社
に
連
な
る
丘
陵
と
成
田
線
沿
い
の
低
地
を
巧
み
に

活
か
し
た
公
園
で
す
。
ツ
ツ
ジ
の
中
の
滑
り
台
は
我
孫
子
市
で

一
番
長
く
、
子
供
た
ち
に
大
人
気
で
す
。
桜
八
景
に
選
定
さ
れ

た
公
園
の
桜
並
木
は
手
が
届
く
ほ
ど
の
高
さ
で
続
き
、
散
策
で

き
る
お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
我
孫
子
市
制
４
０
周

年
の
記
念
切
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

 

➍
布
佐
平
和
台
（
ま
ち
な
み
八
景
）

 

成
田
線
の
南
側
の
台
地
に
あ
り
、
遠
く
手
賀
沼
干
拓
地
を
望

む
よ
う
な
形
で
ま
ち
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
我
孫
子
市
の
「
第
１

回
景
観
賞
」
、
国
土
交
通
省
の
「
第
２
回
住
ま
い
の
ま
ち
な
み

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
住
民
の
皆
さ
ん
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
や
生
垣
の
手
入
れ
な
ど
が
丁
寧
に
行
わ
れ
、
ま
ち

全
体
が
公
園
の
よ
う
で
す
。

 

➎
余
間
戸
公
園
（
よ
ま
ど
こ
う
え
ん
）

 
切
通
し
の
谷
を
走
る
成
田
線
沿
い
の
南
側
高
台
で
、
布
佐
平

和
台
の
北
端
に
位
置
す
る
東
西
に
長
い
公
園
で
す
。
レ
ン
ギ
ョ

ウ
、
ア
ジ
サ
イ
、
萩
な
ど
季
節
ご
と
に
咲
く
花
木
や
、
ク
ヌ
ギ
、
桂

な
ど
の
落
葉
樹
が
植
え
ら
れ
、
散
策
に
適
し
た
明
る
い
雰
囲
気

の
公
園
で
す
。
我
孫
子
市
で
最
古
の
土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。

 

➏
勢
至
前
橋
（
せ
い
し
ま
え
ば
し
）

 
我
孫
子
市
東
消
防
署
近
く
の
成
田
線
の
跨
線
橋
「
勢
至
前

橋
」
か
ら
、
成
田
線
車
窓
八
景
の
ひ
と
つ
、
「
緑
の
谷
を
抜
け

る
単
線
カ
ー
ブ
」
が
狭
い
切
通
し
の
緑
の
谷
の
中
に
見
え
ま

す
。

 

➐
勢
至
前
緑
地
（
せ
い
し
ま
え
り
ょ
く
ち
）

 
余
間
戸
公
園
同
様
、
眼
下
に
成
田
線
を
見
な
が
ら
、
明
る
い

緑
地
の
中
の
長
い
小
径
を
、
四
季
を
通
し
て
散
策
で
き
ま
す
。

 

➑
布
佐
南
公
園
（
桜
八
景
）

   
布
佐
平
和
台
の
中
、
や
す
ら
ぎ
の
道
と
成
田
線
の
間
の
自
然

を
活
か
し
た
起
伏
の
あ
る
公
園
で
す
。
雑
木
林
の
丘
の
小
径

や
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
、
芝
生
広
場
が
あ
り
、
春
に
は
東
南
側

の
な
だ
ら
か
な
斜
面
に
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
桜
が
咲
き
ま
す
。

 

近
年
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
ま
し
た
。

 

➒
気
象
台
記
念
公
園
（
公
園
八
景
）

 
か
つ
て
は
布
佐
気
象
送
信
所
で
し
た
。
樹
勢
の
美
し
い
ア
カ
マ

ツ
や
桜
の
大
木
、
ヒ
バ
の
並
木
な
ど
が
広
い
芝
生
の
周
り
を

囲
み
、
公
園
の
広
さ
が
一
層
際
立
ち
ま
す
。
公
園
の
北
端
か

ら
筑
波
山
が
見
え
、
新
木
野
の
住
宅
地
へ
続
く
坂
道
も
趣
が

あ
り
ま
す
。
公
園
の
入
り
口
近
く
に
ア
メ
ダ
ス

(気
象
庁
の
無
人

観
測
施
設

)が
あ
り
ま
す
。

 

➓
新
木
駅
北
側
付
近
の
樹
林
地
（
成
田
線
車
窓
八
景
）

  
我
孫
子
方
面
北
側
に
は
、
屋
敷
の
南
側
（
線
路
側
）
に
鎮
守

の
森
の
よ
う
な
椎
の
樹
な
ど
の
樹
林
地
が
見
え
ま
す
。

 

⓫
「
や
す
ら
ぎ
の
道
」
の
並
木
（
成
田
線
車
窓
八
景
）

 
布
佐
駅
南
口
前
か
ら
布
佐
平
和
台
の
住
宅
地
の
中
を
通
り
、

新
木
駅
前
を
通
り
過
ぎ
、
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
ラ
イ
ン
ま
で
続
く

 

約
３
．
５

k
m
の
道
路
で
す
。
ト
ウ
カ
エ
デ
の
並
木
が
ツ
ツ
ジ
と
と

も
に
、
緩
や
か
に
カ
ー
ブ
し
な
が
ら
続
き
、
新
木
駅
近
く
で
ム
サ

シ
ノ
ケ
ヤ
キ
の
並
木
に
変
わ
り
ま
す
。

 

 

 

布
佐
・
新
木 ｴﾘｱ  
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宮
ノ
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公
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台
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勢
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前
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木
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ゴ
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口
 

手
賀
沼
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き
ち
さ
ん

 

ふ
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八
景
歩
き

 

八
景
歩
き
は
、
 

他
に
も
コ
ー
ス
が
あ
る
よ
！
 

コ
ー
ス
約

5
ｋ
ｍ
 

 

 消
費
カ
ロ
リ
ー

2
2
5
ｋ
ｃ
ａ
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体
重
６
０
㎏
の
方
が

 

時
速
４
ｋ
ｍ
で
歩
い
た
 

場
合
 

① ② 
④ ③ 
⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

⑪ ⑩ ⑨ 勢
至

前
橋

 

 



  
平和台病院

布佐市民の森

禮和保育園

布佐台幼稚園

すずきこども
クリニック

広大な手賀沼干拓地

栄橋から見た

利根川（水八景）

布佐中学校

布佐小学校

勢至前橋

我孫子市
東消防署

勢至前緑地

布佐南近隣センター布佐南小学校
余間戸公園

➊

和田城跡

文

文
文

幼

育

平和台7丁目調整池

和田前調整池

野口踏切

市民図書館

布佐分館

スタート

ゴール

➒

➑

➌

➍

➏

新木駅北側付近の樹林地
（成田線車窓八景）

布佐平和台
（まちなみ八景）

長丁西公園

➎

➓

「やすらぎの道」の並木

（成田線車窓八景）

久保天踏切

➐

布佐平和台
自治会館

➓と⓫は帰りの新木駅

ホームからご覧になれます

気象台記念公園
（公園八景）

布佐南公園
（桜八景） 布佐北面の里の道

（ハケの道八景）

宮ノ森公園

（公園八景） （桜八景）
（成田線車窓八景）

⓫

➋

我孫子遺産

竹内神社
我孫子遺産

井上家住宅

ここから公園を出て

歩道を進みます

緑の谷を抜ける単線カーブ
（成田線車窓八景）

茨城県 
利根町 

 

 
Ｎ 

 
➋竹内神社参道 

オオバンくん 

手賀沼のうなきちさん 

➒気象台記念公園 ➑布佐南公園 

➐勢至前緑地 ➍布佐平和台 やすらぎの道 
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《布佐平和台のまちなみ》  

➌宮ノ森公園 

 
我孫子市の自然・歴史・文化 
を語るうえで大切なもの  

我孫子遺産 
➏勢至前橋から見える 

「緑の谷を抜ける単線カーブ」 

 

ふさだだしお 


